
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
有
害
図
書
類
の
指
定 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
医
師
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
指
定
の
辞
退 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
の

　

変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
四
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

四

 
企

業

局

〇
仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程 

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
五
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

二　

指
定
理
由

　
　

図
書
類
の
内
容
が
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
六
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
一
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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番

号
一二三四五六七八九十

種　
　

類

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

実
録
裏
ワ
ザ
フ
ァ
イ
ル

　

５
１
１
１
５－

９
０

死
ぬ
ほ
ど
怖
い
話

　

５
１
１
１
５－

８
８

Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
プ
チ　

３
月
号

　

１
５
４
８
７－

０
３

ミ
ニ
・
シ
ェ
リ
ー　

Ｖ
Ｏ
Ｌ．

４

　

０
２
０
５
４－

０
３

ラ
ブ
パ
ッ
シ
ョ
ン　

３
月
号

　

０
９
６
５
７－

０
３

無
敵
恋
愛
エ
ス
ガ
ー
ル　

３
月
号

　

０
８
５
７
７－

３

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル　

３
月
号

　

１
９
６
２
５－

０
３

裏
ッ
！
ベ
ス
ト
、
１
０

　

６
４
１
７
９－

８
４

週
刊
実
話　

ザ
・
タ
ブ
ー

　

２
０
３
２
７－

３
／
１
３

ブ
レ
イ
ク
マ
ッ
ク
ス　

３
月
号

　

１
８
０
１
１－

０
３

発　
　

行　
　

所

ミ
リ
オ
ン
出
版
㈱

ミ
リ
オ
ン
出
版
㈱

㈱
笠
倉
出
版
社

㈱
徳
間
書
店

㈱
一
水
社

㈱
ぶ
ん
か
社

㈱
宙
出
版

㈱
三
才
ブ
ッ
ク
ス

㈱
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
ル
出
版

㈱
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

氏　

名

二
宮　

匡
史

兒
玉　

英
謙

診
療
科
目

消
化
器
科

外

科

所
属
医
療
機
関
の
名
称

石
巻
市
立
病
院

石
巻
市
立
病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

 
石
巻
市
南
浜
町
一
丁
目
七－

二
十

 
石
巻
市
南
浜
町
一
丁
目
七－

二
十



〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
七
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
八
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
九
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
針
生
前
地
区
土

地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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阿
部　

理
奈

川
嶋　

和
樹

水
沼　

史
彦

田
口　

幸
生

リ
ハ
ビ
リ
テ 

ー
シ
ョ
ン
科

外

科

整
形
外
科

内

科

財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会
坂
総
合
病

院大
崎
市
民
病
院

大
崎
西
整
形
外
科

医
療
法
人
盟
陽
会
富
谷
中
央
病
院

 
塩
竈
市
錦
町
十
六－

五

大
崎
市
古
川
千
手
寺
町
二
丁
目
三－

十

大
崎
市
古
川
新
田
字
川
原
前
二
百
九
十

七黒
川
郡
富
谷
町
上
桜
木
二
丁
目
一－

六

氏　

名

木
村
雄
一
郎

一
迫　

ひ
さ

一
迫　

仁
也

富
澤　

直
道

田
澤　

雄
作

田
所　

慶
一

高
橋　
　

渉

安
藤
良
右
ェ
門

佐
藤　
　

宏

永
沼　

英
一

木
村　
　

格

診
療
科
目

内

科

・

呼
吸
器
科

眼

科

眼

科

外

科

小

児

科

消
化
器
科

外

科

内

科

・

胃

腸

科

外

科

整
形
外
科

神
経
内
科

所
属
医
療
機
関
の
名
称

大
崎
市
民
病
院

一
迫
眼
科

一
迫
眼
科

富
澤
医
院

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

安
藤
医
院

医
療
法
人
社
団
北
杜
会
船
岡
今
野
病

院医
療
法
人
社
団
英
仁
会
永
沼
整
形
外

科独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宮
城

病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

大
崎
市
古
川
千
手
寺
町
二
丁
目
三－

十

大
崎
市
古
川
駅
南
三
丁
目
三
十
六

大
崎
市
古
川
駅
南
三
丁
目
三
十
六

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
関
九

柴
田
郡
大
河
原
町
字
西
三
十
八－

一

柴
田
郡
大
河
原
町
字
西
三
十
八－
一

柴
田
郡
大
河
原
町
字
西
三
十
八－

一

柴
田
郡
大
河
原
町
大
谷
字
盛
十
六

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
二
丁
目
五－

十
六

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
東
二
丁
目
九－

三

十
四

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
合
戦
原
百

氏　
　

名

川
上　

一
岳

診
療
科
目

外

科

新

所
属
医
療
機
関
の

名

称

み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

柴
田
郡
大
河
原
町

字
西
三
十
八－

一

旧

所
属
医
療
機
関
の

名

称

み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院
附
属
村
田
診

療
所

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

柴
田
郡
村
田
町
大

字
村
田
字
西
六
十

二

氏　
　

名

宮
下　

英
士

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

医
療
法
人
永
仁
会
永

仁
会
病
院

旧

医
療
法
人
永
仁
会
永

野
病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

大
崎
市
古
川
旭
二
丁

目
五－

一

旧

大
崎
市
古
川
東
町
四

－

二
十
九



一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

村
田
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

百
十
三
号

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
百
九
十
八
号

三　

道
路
の
区
域

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
女
川
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

古
川
佐
沼
線

三　

道
路
の
区
域
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変　

更　

の　

区　

間

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
上
野
一
〇
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
字
根
添
三
二
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

二
〇
・
〇
〜三
〇
・
二

二
二
・
八
〜三
五
・
三

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
五
〇
・
〇

一
五
〇
・
〇

変　

更　

の　

区　

間

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
浦
宿
四
二
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
浦
宿
浜
字
小
屋
ノ
口
一
三
一
番
六
地
先

ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

七
・
八
〜一
九
・
八

　

七
・
八
〜一
九
・
八

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

六
九
二
・
五

六
九
二
・
五

変　

更　

の　

区　

間

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
浦
宿
四
二
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
浦
宿
浜
字
小
屋
ノ
口
一
三
一
番
六
地
先

ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

七
・
八
〜一
九
・
八

　

七
・
八
〜一
九
・
八

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

六
九
二
・
五

六
九
二
・
五

変　

更　

の　

区　

間

栗
原
市
瀬
峰
新
田
沢
一
二
番
一
地
先
か
ら

同
市
瀬
峰
新
田
沢
一
二
八
番
六
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ
後
Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
・
四
〜

 

三
五
・
八

八
・
二
〜

 

二
三
・
一

一
七
・
四
〜

 

三
九
・
六

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

四
一
二
・
〇

二
六
七
・
六

四
一
二
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

大
衡
落
合
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
三
・
一
八
五
号　

大
手
町
下
増
田
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
名
取
市
大
手
町
三
丁
目
及
び
小
山
二
丁
目
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

 
企

業

局

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号

　

仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
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変　

更　

の　

区　

間

黒
川
郡
大
衡
村
松
の
平
三
丁
目
一
番
二
二
地
先
か

ら同
郡
同
村
奥
田
字
五
ヶ
沢
二
二
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

一
一
・
〇
〜
二
六
三
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

　
　
　

一
、
六
七
六
・
〇

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

百
十
三
号

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
上
野
一
〇
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
字
根
添
三
二
番
一
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
六
日

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

古
川
佐
沼
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

栗
原
市
瀬
峰
新
田
沢
一
二
番
一
地
先
か
ら

同
市
瀬
峰
新
田
沢
一
二
八
番
六
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
六
日



 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

佐　
　

藤　
　

幸　
　

男　
　
　

　
　
　

仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
三
号
中
「
及
び
イ
ベ
ン
ト
等
」
を
「
、
イ
ベ
ン
ト
等
」
に
改
め
、「
広
場
」
の
下
に
「
、
事
務
室
並
び
に

飲
食
・
物
販
及
び
利
便
等
の
た
め
に
供
す
る
施
設
」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

た
だ
し
、
事
務
室
並
び
に
飲
食
・
物
販
及
び
利
便
等
の
た
め
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め

に
供
す
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
手
続
」
を
「
手
続
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３　

ホ
ー
ル
等
の
う
ち
事
務
室
並
び
に
飲
食
・
物
販
及
び
利
便
等
の
た
め
に
供
す
る
施
設
を
使
用
さ
せ
る
場
合
は
、
こ

れ
ら
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
こ
れ
ら
を
ホ
ー
ル
等
（
事
務
室
並
び
に
飲
食
・
物
販
及
び
利
便
等
の
た
め
に
供

す
る
施
設
を
除
く
。）
と
併
せ
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
使
用
が
こ
れ
ら
の
貸
室
等
と
し

て
の
入
居
に
支
障
が
な
い
と
管
理
者
が
認
め
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

４　

イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
に
供
す
る
広
場
の
う
ち
管
理
者
が
別
に
定
め
る
も
の
を
使
用
さ
せ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
使
用

し
よ
う
と
す
る
者
が
、
こ
れ
を
ホ
ー
ル
と
併
せ
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
一
条
中
「
ホ
ー
ル
及
び
ス
タ
ジ
オ
」
を
「
ホ
ー
ル
及
び
ス
タ
ジ
オ
等
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
ホ
ー
ル
及
び
ス
タ
ジ
オ
」
を
「
ホ
ー
ル
及
び
ス
タ
ジ
オ
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
ホ
ー
ル
及
び
ス
タ
ジ
オ
」
を
「
ホ
ー
ル
及
び
ス
タ
ジ
オ
等
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
六
か
月
」
を
「
の
六
か
月
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
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